




















図: 連続光 (Co)とH-alpha線 (Ha)での増光の時間変化。横軸は、時刻 (世界時 22時 6分か








 He I が吸収線として現れている部
分については、源泉関数が小さく衝
突励起が不十分になっていることが























                            (川手 朋子（Queen's University Belfast） 記）
 
      図 5  Hα, He I 6678/5876 Å スペクトル 
       の時間変化と Hα、He I/IIの光度曲線 
 
図 6  硬 X線観測から得られた電子フラックスと 
RADYNで計算した温度・速度・電子密度・中性 
水素密度と He I/IIの存在密度 
